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　健康に過ごし長寿を全うすることは，誰もが望むこ
とであり，養生については古くから関心がもたれてい
た。特に江戸後期に養生を学ぶことが盛んになった。
養生とは肉体ならびに精神の安定をはかることによっ
て健康を保ち，日頃から病を寄せつけないように体を
維持することである。
　その原理と方法を述べているのが養生書で，古くか
ら多数の養生書が出版されている。中でも，貝原益軒
（1630～1714年）の『養生訓』（1713年）には，庶民
にとって具体的な方法が述べられていて有名であっ
た 1）。「珍味の食に対すとも，八九分にてやむべし。
十分に飽き満るは後の禍あり」と，養生訓巻第三に腹
八分の勧めがある。また庶民や女子及び幼児を対象に
した教育書とも言える『大和俗訓』の序では「高きに
登るには必ず麓よりし，遠きにゆくには必ず近きより
はじむる理あれば」と著している 2）。
　益軒は医学を学び，優れた本草学者でもあり，1709

（宝永 6）年に『大和本草』を刊行した。益軒 80歳の
時である。本草学とは，薬になる動植物や鉱物を知る
ための学問であり，古代中国で生まれた。本草とは
「草を本とする」の意である。薬になるのは野草が多
かった事に由来する。
　江戸時代に入り，中国・明の李時珍（1518～1593

年）が著した『本草綱目』（1596年）が邦訳刊行され，
さらに幕府が薬草園を開設すると，本草学への関心は
急速に高まる。薬草園は，わが国にも 8世紀には存在
していたことが知られているが，全国的に開園される
のは江戸時代で，藩営の薬草園が全国に設置されて幕
末まで繁栄を続けたことは，本誌 2011年 4月号の本
欄で紹介した 3）。
　益軒の著した『大和本草』は，『本草綱目』の分類
法に益軒独自の分類を加えて，1,362種について由来，
形状，利用などを記載したものである。2巻の附録と
2巻の図譜を合わせて全巻で 20巻に及ぶものである。
単なる翻訳，翻案ではなく，長年かけた観察，検証の
結果である。『大和本草』は，薬品だけでなく農産物
や加工食品も取り扱われ，利用価値のない雑草なども
対象となっている。益軒によって本草学は単なる薬用
植物学ではなく，博物学，物産学，名物学（文学や歴
史書に記載されている動植鉱物の実体の研究）に拡大

されたと言うことができる。その意味で本草学は生薬
学であるとともに農産物加工学や調理学であり，博物
学（natural history）でもあった 4）。
　記載産物の名称と実物の対応を定義する段階から，
現物の特性や周辺情報をより詳しく研究する学問とし
て名物学や物産学が派生した。これらはやがて博物学
として発展していく一方，医学と密接な関わりを持つ
伝統的な本草学も，臨床重視のより具体的な処方研究
が重ねられ，江戸時代における漢方医学へと発展して
いった。
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